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この2首, 『河上肇著作集』舞11巻 (詩歌集,1965年筑摩書房)にも, 『河
上蛮詩集』 (1966年筑摩書房 ･筑摩叢書)にも,収められていない｡未見の河


















ロンドンの栄華の巻にたたずみてふ くろふの鳴 く故郷を恋ふ 大正三年九
月二十二日ロンドンにて
とあるのは,河上さん自作の短歌であるO ｢大正三年 (1914年) ロンド-/に































1 作詩資料及語義 上巻 仁賀保香城 .土星竹雨編 昭和11(1936) ア
トリエ社 (1938115購入)
2.新編漢詩 自由 松崎覚本 昭和 9 (1934) 日比谷出版 (193821
購入)
3 平沢新字典 高田集蔵 昭和13(1938) 厚生閤 (19399購入)
購入日の書き入れはないが,日記 (『晩年の生活記録』,1958年第-書林)の
購書記録によってその日がわかるのは,次の3点である｡
4 漢詩作法 草堂詩閣著 昭和8 (1933) 巧入社 (1938114購入)
5 作詩法講話 森塊南 明治44(1911) 文会堂 (193821購入)
6.応用聯語粋編 荘命 民国25(1936) 上海商務印書館 (194285
購入)
群入日不明のものに,次の4点がある｡
7.詩語対句自在 藤艮国 嘉永5 (1852) 江戸須原畳茂兵衛
68 (290) 欝124着 第5･6号
8.詩韻集成 ト 2 余照春草 刊年未詳
9 詩韻精英 1･2 池田観 明治13(1880) 大阪柳原喜兵衛
10.新修平灰字典 林古渓 昭和16(1941) 明治書院
以上が,漢詩作法に関する旧蔵書のすへてであるが,晩年の日記にはこのほ
か次の購害記録があるo
松崎天胤 『漢詩 自在』 (193821購入)
佐々木久 『漢詩の新研究』 (194317購入)
そして1938年2月1Elの日記には,上記森視南および松崎天胤の害について,














如今寛得金丹術 如今 覚め得た り 金丹の術
六十褒翁 J々学詩 六十の衰翁 初めて詩を学ぶ
河上さんにとって僕詩a)創作は文字通 り ｢六十の手習｣であり, ｢六十初め
て詩を学ぶ｣ というのは,言葉のあや ではなかった｡60歳以前にも,全 く作ら
なか-ノたわけではないo Lか しその数はきわめてす くなく,管見によれば,49
歳の作 1首,55歳獄中での作2首をかぞえるにすぎない｡49歳の1首は,櫛町
































束事についてほとんど無知であった河上さんは,出獄 (1937615) の数 か月
70 (292) 第124巻 第56号
級.独学で勉強をほじ吟,たちまちにしてその基本をマスターするOさきに引
用 した1938年 1月26日作の ｢六十初学詩｣は,その証拠 となろう｡創作開始後
数作 目だが,脚韻 (時 ･之 ･詩)は正 しくふまれ,平灰 もととのえてある｡ し
か もその蓑規は借 り物でなく,独自の詩境,独特のアクチ ュアリティを示す｡
｢''､十初めて詩を学｣んだ河上さんは,その後死の前年まで創作をつづけ,揺
は8年の間に未定稿をも含めれば約 160首の漢詩作品をujこしたoそれ らは給




















欲為君開｣ (蓬門只だ君が為に閑かんと欲す) という ｢七文字が,海沢の山に
浜詩人河上 車の旧蔵書 く293) 71
沿 うた親戚の別荘の門に,板に彫 られて掲げられてあるのを見て,いゝ句だな
あと思って居た｣｡ただしこの ｢七文字｣が中国の詩人陸放翁の句だと知るのは,
晩年になってからである (『陸放翁鑑賞』上冊 p 95ノ1949年三一書房)｡河上
さんは漢学の素養を必須 とする時代に生まれ育っただけでなく,母方の祖父河
丈=しな
上又三郎は ｢文芸の趣味を解 し,漢詩や和歌を噂んだ｣ し (岩波文庫版 『自叙










無我苑第三分宛といえば, 数え年27歳のとき (1905年), 読売新聞連載中の
｢社会主義評論｣を突然細筆,伊藤証信の宗教団体無我苑に入居して,みずか
ら巣鴨に構えた家屋敷の名である (『自叙伝』第 1冊 p･111).一切を投げすて
｢『聖書』と 『藤村詩集』以外のすへての書物を売 り払って｣(同 p 62) 無乾
布にとびこんだはずの河上さんが,上記二点のはかにこの書物も携えていたこ
とになる｡これがもともと河上さんの蔵書であったことは.第 2冊目0)裏表紙
















さて,中国では, 『三体詩』のような7./ソT=-シーを ｢結集｣ とよひ,個
人の詩集たとえば 『陶淵明集』のような書物を ｢別集｣ というO河上文庫の中








l.唐詩選全釈 平野秀吉 昭和 4(1929) 東洋図書刊行会 (｢小菅刑
務所図書交付票｣貼付)
2 訳註唐詩選 上･下 漆山又四郎訳註 昭和9 (1934) 岩波文庫
(｢小菅刑務所図書交付票｣.貼付)
3.唐詩選画本 七言絶句1-51七言絶句続編1-5 芙蓉山人画 .紅翠斎主人
画文化11(1814)再版 ･寛政 5(1793) 常州房 (1942116購
漠詩人河上 車の旧蔵喜 (295)73
人)
4.聾解古文真宝後集 ･増註三体詩 ･唐詩選 服部宇之音校訂 明治43
(1910) 冨山房 (漢文大系)
5.文章軌範妙 ･附唐詩選紗 興文社滞集所 大正 2 (1913) 興支社
(河上政男蔵本)
6.噂註磨賢絶句三体詩法 1-7 宋 ･周弼編 元 .釈円至註 元 ･斐庚増
註 寛永14(1637) 野田圧右衛門
7.唐詩別裁 上 .下 清 .沈徳育替選謹 刊年未詳 上海商務印書館 (国学
基本策書簡編) (1942323入手)
8 唐詩評註読木 上 .下 主文濡選 江処塵 ･金傑注釈 民国14(1925)
上海文明書局
9 晩唐百家絶句 寵姫次郎編 天保15､(1844) 江戸青雲堂
10 唐詩及唐詩人 小杉放庵 昭和15(1940) 書物展望社 (19415
20入手)
11 分体古詩注解 上 ･中･下 植村芦洲輯 明治2 (1869) 東京須原星
茂兵衛 (注,唐より清に至る楽府体の詩の選集)
12 溶室律髄 上 .中･下 元 ･方回編 文化5 (1808) 江戸須原屋茂兵
衛 (注,唐宋二代の近体詩の選集)






がって唐詩を 『唐詩選』で読むだけでなく. 『三体詩』で読み, 『唐詩別裁』
その他でも読んだ. 『唐詩選』だけで中国の詩を知った日太人は,漢詩を豪放
で武張ったものとのみ思いがちであるoLかし河上さんの視野は広く,その読






14 末詩砂 1-4 1青･呂留艮 〔等〕選 民国24(1935) 上海商務印書館
(国学基本叢書) (1942327入手)
15 宋詩別裁 清 ･張景星 亡等〕選 民国26(1937) 上海商務印書館
(国学基本叢書) (1942223購入)
]6_宋詩別裁集 1-4 清 ･張景星 〔等〕選 明治13(1880) 金港堂
17 元詩別裁 清 .張景星選 民国24(1935) 上海商務印書館 (国学基
本叢書) (1942223購入)
18 十八家詩紗 呉遁生還註 民国24(1935) 上海商務印書館 (学年国
学叢書) (荏, 三国魂より宋元に至る十八詩人 く曹植 ･院籍よ
り陸済 ･元好間まで〉の作品を選んだもの,194285購入)
19.江湖風月集略註取捨 上･下 小西新兵衛編 明治39(1906) 京都小
川多左衛門 (注,宋末元初の禅僧の詩選Fこ注を加えたもの)
20 倭漢朗詠集 山田孝雄校訂 昭和 5 (1930) 岩波文庫
個別の詩かこ対する自筆の書きこみは,河上さんの噂好を示していて興味深い
が,その分析はやや専門の領域に及ぶので,今はさしひかえたいOただ,宋喜寺






21 歴代詩話1-16 梁 ･鍾慣 〔等コ著 清 ･何文焼 〔等〕訂 民国16(19
浜詩人河上 肇のIEl蔵膏 (297)75
27) 上海医学書局 (1942619入手)
22.臨北詩話1-4 清 ･趣翼 文政11(1828) 文淵窒
23 淡窓詩話 ･約言或問 仏瀬淡怒著 長寿吉校訂 昭和15(1940) 岩
波文庫
24 支那詩史 李維著 真田但馬訳註 昭和18(1943) 大東出版社
(1944423購入)
25.支那女流詩講 角田音吉 昭和7 (1932) 立命館出版部 (1943.
1210購入)
26 詩人を通じての支那文化 上村忠治 昭和16(1941) 第一書房
(194219購入)













『自叙伝』 (第 3冊 p.243)に くわしい｡また,翌34(昭弔19)年正月,狭中
の書初めに淵明の詩 ｢園田の居に･Jaる｣を･書いたこと,および淵明文学の本質
についての的を射た論評,それらが同じく 『自叙伝』 (第3冊 p264以下)
に見える (『河上嚢と中国の詩人たち』p.44以下参照).






1 陶淵明詩 情真筆遠註 民国23(1934) 上海商務印書館 (学生国学
叢書) (194285購入)
2-陶淵明集 1-4 近藤元粋訂 明治27(1894〕 青木常山堂
3.陶淵明集講義 本田成乏 大正10(1921) 隆文館
4,中国八大詩人 胡懐疎漏 民国24(1935) 上海商務印書館 (国学小
叢書) (注,屈原 ･陶淵明 ･李白 ･杜甫 ･白居易 .蘇拭 ･陸
涛 ･王士頑について論じたもの,1942415購入)




6.王子安集 王勃 民国29(1940) 商務印書館 (国学基本叢書) (19
4246購入)
7.王維与孟浩然 楊蔭探 民国25(1936) 上海商務印書館 (国学小叢
書) (1942415帝人)
8.訳註李太白詩選 上･下 李白 漆山又四郎訳註 昭和7,9 (1932,19
34) 岩波文庫 (｢小菅刑務所図書交ィ,J票｣月占付)
9.詳解李太白詩集 大槻徹心 昭和17(1942) 京支社 (194343購
入)
10 李詩講義 森娩南 大正2 (1913) 文会堂
11.等嘉州詩集 等参 民国27(1938) 商務巨口書館 (国学基本叢書)
12.訳註杜詩 1-4 杜甫 漆山又四郎訳蓋 昭和8-9 (1933-1934) 岩波
漠詩人河上 輩の旧蔵書 (299)77
文庫 (｢小菅刑務所国書交付票｣貼付)
13.杜詩講義 上･中･下 森椀甫 明治45(1912) 文会堂
14.憂愁の詩人杜甫 上村忠治 昭和14(1939) 春秋社
15,孟東野詩集 孟郊 民国27(1938) 商務印書館 (国学基本叢書)
(19424.6購入)
16 孟郊詩 夏敬観選詮 民国29(1940) 商務印書館 (学生国学叢書)
(1942.85購入)
17 韓昌挙集 上･下 韓愈 民国27(1938) 商務印醤館 (国学基本叢書
簡編)
18 張籍詩洋 陳延傑注 民国27(1938) 商務印書館 (国学小叢書)
(194285購入)
19.白楽天詩集1･2 白屠易 近藤元枠評訂 明治31(1898) 青木常山
堂
20.白楽天詩集1-3 佐久節訳解 昭和3-4(1928-1929) 国民文庫刊行
会 (続国訳漢文大成)
21,長江集 ･附閣仙詩 貿島 民国29(1940) 上海商務印書館 (国学基
本叢書)
22 頁島詩註 陳延傑註 民国26(1937) 商務印書館 (国学小売音)
(1942415入手)
23.訳註李長吉詩集 李賀 漆山又四郎訳註 昭和8(1933) 未明書院
(｢差入物件受付票｣貼付)
24 李義山詩蕎義 上 ･中 森椀南 大正3-4 (1914-1915) 文会堂
25 温飛脚詩集集注1-4 温庭箔 明 .首益原注 清 ･顧予威補注 宣統
2(1910) 上海同学扶輪社用秀野草堂本景印
以上の諸本,詩人別にその点数をあげれば,李白3,杜甫 3,孟郊2,白居易
2,貫島2.そしノて手動 ･王維 ･孟浩然 ･卑参 ･韓愈 ･張籍 ･李賀 ･李商隠(李
義山)･温庭箔各 1ということになるO
78(300) 第124蓉 第5 6号
これ らの版本を見れば,河上さんはごく粗末な, しかしその大部分は中国で
出版された書物で詩を読んでいたことがわかるO-版の日本人の読詩範囲をこ
える河上さんの関心が,そうさせたのであろうo王勃 ･琴参 ･孟郊 .張籍 ･買
良 .温庭路などは,当時の日本の出版物ではなかなか全容を知 りがたい詩人た
ちであった｡






結構ですO 『悠然たる遠山の暮,独 り白雲に向うて帰る』 (注, 『綱川に帰り






李白 し701-762) と杜博 (7121770). この二大詩人の作Ljr][]が獄中の読書対象
であったことは,上記8と12U)岩波文庫本に貼付された ｢小菅刑務所図書交付
票｣によって知 られる｡ ところが河上 さんは,李杜の詩に-)いてほとんど語ら




芳子さんあて獄中書簡 (1935818)では.｢ ･･杜甫を播いて, 『病を江天に
抱 く自首の即 ,空山楼閣春光暮る』 (荏, 『河北諸道の節度入朝せるを承聞し
漢詩人河上 輩の旧蔵書 (301)79
也
歓喜して口号せる絶句十二首』の第七首) とか. 『万里悲秋常に客と作 り,育







26 ノ林和靖詩集 林道 民国27(1938) 商務印書館 (国学基本叢書)
(1942323入手)
27 王安石詩 夏敬観選註 民国29(1940) 商務印書館 (学生国学葉書)
2g.蘇東妓詩集1-5 蘇拭 岩垂憲徳 〔等コ注解 昭和3-6(1928-1931)
国民文庫刊行会 (続国訳漢文大成)
29.東披先生詩砂1-4 清 ･周之鱗 ･柴升選 朝川鼎 ･松井元輔校 文化
3(1806) 京都勝村治右衛門
30.黄山谷詩集 黄庭堅 民国25(1936) 上海世界吾局 (194246購
入)
31.陸放翁全集 1-48 陸源 汲古間刊本 (1941912入手)
32 陸放翁集 2･3･4 民国22(1933) 上海商務印書館 (国学基本叢書)
(1941423入手)
33 等註剣南詩砂1-6 陸溝 清 ･楊大鶴選 清 ･雷稽註 民国14(1925)
上海掃葉山房
34.陸放翁詩紗注 陳延傑注 民国27(1938) 商頚EIJ書館 (国学小叢書)
(1942321人手)
35.放翁先生詩砂 清 ･周之鱗 ･柴升選 人窪詩仏 〔等〕校 享和1(18
01) 音数閣
36 石湖居士詩集 花成大 民国27(1938) 商務印書館 (国学基本叢書)
BO(302) 第 124巻 第56号
(1942.91購入)
37.白石道人詩集 章憂 民国26(1937) 上海商務印書館 (国学基本叢
書) (19423_23入手)
以上12点,詩人別にいえば,陸瀦5,蘇拭 2, そして林道 ･王安石 .黄塵堅
･花成大 .糞憂各1｡
陸溝 (号は放翁,1125-1209) 関係の書物がきわだって多いのはノ その傾倒
ぶ りを示す証拠であるo河上さんには 『陸放翁鑑賞』と題する上下 2冊900べ
-シに近い著作 (1949年三一容房)まであり,その深いかかわりについては,
筆者もすでにい くつかの文章で論 じたことがある (『河上肇 と中国の詩人たち』
p.3,p.20,p.77,p.82,｢河上肇詠放翁詩｣く『近代』1977年5月号)′｢矛盾












の語釈は,小者 『河上肇詩注』 (1977年岩波新書 p 122)を見られたい｡革新
政治家王安石 (102ト1086) について, 河上さんU)評語を聞きたいが,上記の
暗示的な詩 1首のはか,安石に言及した文章は今のところ見当らない｡
そしよ(





次に,元 ･明 ･清の詩人となると,さすがにす くなく,その詩集は7点しか
ない｡
38.元好問講 金 .元好問 夏敬観選註 民国29(1940) 商務印書館
(学生国学叢書) (194111構入)
39.高青郷詩集初編 (絶句之部)1-3 明 ･南啓 構 ･金檀注 染)H星巌校
安政 3 (1856) 文政堂 (1942_616入手)
40.高音邸詩集二編 (律詩之郎)1--5 同上 安政3 (1856) 文政堂
(1942616入手)
41.高青郎詩醇 1-3 斎藤拙堂編 賓永3(1850〕 藤堂家蔵版 (1942
62購入)
42.耳陽明先年詩砂 上･下 明 ･王寺仁 塚原苫園評点 明治13(1880)
長坂熊一郎
43.呉梅村詩集隻注 清 .呉偉業 呉翌鳳注 民国25(1936) 上海世界
書局 (194271入手)
44.甑北詩砂1-8 清 .趨異 同治11(1872)重刊本
以上7点のうち3点までが明の高音郎 (名は啓,1336-1374)の詩集であり,



























寂実憶君時 寂実 君を憶 うの時
r)よ)しよラ むな ひ
孤影竜鐘空曳杖 孤影竜鐘として空しく杖を曳けば




1.唐五代詞速 成肇聾選輯 民国25(1936) 上海商務印書館 (国学基
本策書簡編) 〔194265購入)
2.唐五代四大名家詞 丁寿田 ･丁亦飛連註 民国29(1940) 商務印書
館 (学生国学叢喜) (1942415購入)
3.南唐二主全集 管教先箱 民国24(1935) 上海商務印書館 (1942.
71購入)
4 李後主 楊蔭深 民国24(1935) 上海商務印書館 (百科小叢書)
(194265購入)
漠詩人河上 車の旧蔵書 (305)83
5.歴代閏秀詞選果評 徐何選輯 民国22(1933) 上海商務印書館
(注,完より清に至る女流詞人の選集,194285購入)
6.宋詞通論 帝嘱若 民国26(1937) 上海開明書店 (194285入手)
7.墳言司国語 上 ･下 田能村竹田 文化3 (1806) 京都堺歴伊兵衛
(19426.2購入)
8 宋代の詞 中田勇次郎 昭和15(1940) 京都弘文堂書房
これ らの旧蔵書およびそれへの容きこみ等によって,河上さんがまず詞の文
学の精粋を知 り,創作方法 (詞の法則)についても本格的に勉強 していたこと
が わ かる｡
2の 『唐五代四大名家詞』は,唐 とそれにつつ く五代の詞の名手温庭範 .秦
りいく

















































1 歴代名人年譜 清 ･呉栄光 民国23(1934) 上海商務印書館 (国学
基本叢書) (194285購入)
2.歴代地坪志韻編今釈 上･中･下 宿 ･李兆洛 民国26(1937) 上海
商務印書館 (国学基本叢書) (1942323入手)
3 中国分省田 中華教育文化基金董事全編訳委員会 民国27(1938)
長沙商務印書館
4.人昂記 朱イ契 民国28(1939) 商務印書館 (荏,陸瀕の ｢入局記｣
ではなく近代の旅行記,194285入手)
5.支那歴代地名要覧 (読史方輿紀要索引) 青山走雄編 昭和14(1939)
東方文化学院 (1942415購入)
6 支那地名集成 外務省情報部 昭和15(1940) 日本外事脇会 (19
42516入手)
河上さんは獄中においても,漢詩を読むために 『世界地理風俗大系支那篇』










86 (308) 第 124巻 第5･6号
ションであり,これ らを読破 したその成果が,す ぐれた漢詩作品の創作となり,
また 『陛放幼妻監茸』その他の独創的な評釈として結実したのであろう｡










人河上肇の旧蔵書と, それらへの丹念な書きこみは, そのことを十分に ｢予
見｣させるoまことに残念というほかはない｡(1979.94)
